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我々は 2020年度打ち上げ目標のＸ線天文衛星代替機搭載の軟Ｘ線撮像装置Xtendの開発をすすめている。Xtend
はＸ線反射鏡とＸ線CCDカメラで構成され、38分角の視野、0.4–13 keVのエネルギー範囲で、Ｘ線撮像分光を
行う。X線 CCDカメラはひとみ衛星搭載の SXIのデザインを基本的には踏襲するものの、ひとみ衛星で問題、
懸念となった点に関しては改良を検討してきた。CCD素子では、可視光に対する遮光性能、軌道上での放射線損
傷も考慮したエネルギー分解能の向上があげられる。後者の方策は、電荷転送路にノッチを設けること、CCDの
出力ゲインを高めることである。これらを検証するためのCCD素子として、FM用素子に対してピクセル 1/5の
小型 CCDと、ピクセル数 1/20でパッケージも異なるミニ CCDを複数製作した。これには、ノッチあり/なし、
CCDの出力ゲインHigh/Nominaｌの組み合わせの 4種類の素子が含まれる。
本発表では、主に大阪大学で実施したミニ素子のＸ線検出性能の結果に関して報告する。この評価試験により、

ノッチが電荷転送非効率 (CTI)の削減に効果があることを確認した。一方、ゲイン Highの素子はドライブ回路
の電圧振幅最大値が要求されるなど、結果的に読み出しノイズの削減に有効とはいえないことがわかった。これ
により、ゲインNominal、ノッチありを FM仕様として決定した。


